
 

［成果情報名］茶乗用型防除機を活用した液肥散布 

［要約］茶乗用型防除機の薬液タンクと動力噴霧機を用い、配管に散布用アタッチメント 

を装着することで、茶株元に効率的に液肥を散布することができる。 
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［背景・ねらい］ 

 

 茶の減肥栽培が進む中、より肥効を高め、収量･品質を確保する上で液肥の施用は有効な

手段であるが、葉面散布は市場の自主規制で使用できず、また点滴潅注は配管施設等を整

備する必要があり普及が進んでいない。また、動噴を利用した手潅注は長時間を要する重

労働であり、散布者の他に補助員、水の運搬者が必要となる。そこで、現地で導入が進ん

でいる乗用型防除機を活用した液肥の効率的な施用方法について検討する。 

 

 

［成果の内容・特徴］ 

 

１．乗用型防除機の脚部に散布用アタッチメントホースを装着し、乗用型防除機の動噴

を利用し、水圧をかけることで、茶樹株元へ一定水量で液肥を施用することができ

る（図１）。 

２．茶樹の雨落部より株元に近い位置へ施用することで、うね間のキャタピラ走行部位

への流出もなく、効率的に液肥を施用することができる（図２）。 

 

 

［成果の活用面・留意点］ 

 
１．散布量 3,000 ㍑／10a、タンク容量 600 ㍑の場合、両畝散布では１回の走行で 55ｍ

(2a)の散布となる。 
２．散布液は１時間後には土壌２５ｃｍ下に達する（図３）。 

３．散布用アタッチメントホースは部品を購入し 1,500 円程度で自作でき、乗用型防除

機の型式にかかわらず設置できる(図４、５)。 

４．外縁の畝に施用する際に圃場外へ散布しないよう、外側に止水弁を付ける事が望ま

しい。 
５．10ａ当り 3,000 リットルの施用量の場合、液肥の調整、補給を含め、10ａ当

り 1～1 時間 30 分程度で処理することができる。 

６．乗用型防除機の薬液タンク及び配管は、液肥散布前後には十分な洗浄を行う。 

７．液肥の施用以外、干ばつ時の潅水作業に活用できる。 

 

 
 

 



 

 

［具体的データ］ 
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乗用型防除機の動噴を利用し、圧をかける

ことで、安定して液肥を株元へ施用できる。

 
 
 
 
 
 
 
 

 
図１ 茶園での施用イメージ       図２ 茶園での散布状況 

施用位置 

 
液肥散布後、0～5cm、5～15cm、15～25cm の土壌を採
取し、土壌水分を測定した（採取箇所は図中）。 
下数値は、左図中採取箇所の各乾土１００ｇ中における

増加した水分量（ｇ）。 
 
 
 
 
 
図３ 液肥の浸透状況 
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図４ 散布用アタッチメント       図５ 散布用アタッチメントの設置 
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